
寺尾小学校への環境出前講座
「山に実のなる木を植える」

「住民主体の創意工夫ある
　　　森づくり・川づくり活動」

シリーズ

　県では清流の国ぎふ地域活動支援事業（清流の国ぎふ森林・環境税活用事業）により、各種団体等が自ら企画・
立案・実行する創意工夫ある森づくりや川づくり活動を支援しています。
　こうした団体の活動内容について、連載でご紹介します。

●
設
立
年

　
・
昭
和
38
年

●
設
立
目
的

　
・
育
林
・
造
林
等
に
よ
る
森
林
保
育
事
業
、
森

林
保
全
に
関
す
る
調
査
・
研
究
事
業
、
自
然

環
境
教
育
及
び
普
及
事
業
等
を
行
い
、
自
然

と
人
が
共
生
で
き
る
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ

る
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
、
環
境
の

保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
分
野
・
活
動
内
容

　
・
森
林
を
育
む
技
術
の
習
得
と
実
践
及
び
林
業
経

営
の
改
善

　
・
子
ど
も
た
ち
や
多
く
の
人
た
ち
を
対
象
と
し
た

森
林
・
林
業
教
育
活
動

●
令
和
３
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
名

　
・
未
来
を
担
う
中
学
生
へ
の
森
林
環
境
教
育

●
事
業
内
容

　
・
中
津
川
市
立
付
知
中
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
木

を
育
て
、護
る
か
ら
使
う
ま
で
の
体
験
を
通
じ
て

学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
で
す
。

①
木
を
学
ぶ
教
育

　座
学
・
木
と
山
の
お
話

　６
月

②
木
を
使
う
教
育

　木
の
町
・
付
知
町
の
文
化

で
あ
る
木
工
の
体
験

　７
月

③
木
を
育
て
る
教
育

　学
校
林
の
間
伐
育
林
体
験

　10
月

④
自
然
の
木
を
観
る
教
育

　裏
木
曽
ひ
の
き
備
林
の
見
学
体
験

　10
月

●
事
業
目
標
や
事
業
効
果

　
・
付
知
中
学
校
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、
森
林
と
林
業
・
木
材
・
木
工
技

術
な
ど
地
域
文
化
の
伝
承
を
目
的
と
し
た
授
業
を
行
い
、
ふ
る
さ
と
学
習
「
付

知
を
知
る
」
と
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他

　
・「
持
続
可
能
な
人
づ
く
り
・
森
林
（
も
り
）
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
地
域

貢
献
活
動
や
、
地
域
・
森
林
を
愛
す
る
子
ど
も
の
育
成
に
よ
り
、
希
薄
と
な
っ

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
次
の
世
代
へ
と
受
け
継
が
れ
る
取
組
み
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
付
知
町
優
良
材
生
産
研
究
会

　
　
　T
E
L
：
０
５
７
３
―
８
３
―
０
０
１
８

付
知
町
優
良
材
生
産
研
究
会

●
設
立
年

　
・
平
成
17
年

●
設
立
目
的

　
・
自
然
環
境
の
再
生
、
相
互
扶
助
社
会
の

構
築
及
び
地
域
社
会
の
構
築
の
た
め

に
、
全
て
の
人
に
対
し
て
森
林
整
備
や

生
活
支
援
、
安
全
活
動
な
ど
に
関
す
る

事
業
を
行
い
、
も
っ
て
社
会
福
祉
の
増

進
に
寄
与
す
る
と
共
に
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
分
野
・
活
動
内
容

　
・
間
伐
事
業

　
・
地
域
振
興

　
・
環
境
教
育

　
・
耕
作
放
棄
地
対
策
事
業

　
・
郷
土
史
跡
の
保
存
活
動

●
令
和
３
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
名

　
・「
森
と
海
は
一
つ
」
新
し
い
森
づ
く
り
、

　
　川
づ
く
り

●
事
業
内
容

　
・
地
元
の
歴
史（
造
林
等
）に
つ
い
て
の
紙
芝

居
の
作
成

　
・
地
元
生
徒
へ
の
環
境
教
育

　
・
間
伐
、除
伐
、植
林

　
・
登
山
大
会
の
開
催

●
事
業
目
標
や
事
業
効
果

　
・
紙
芝
居
作
成

　講
演
３
回

　
・
森
林
整
備
0
・
6
ha
（
参
加
者
30
名
）

　
・
登
山
参
加
者 

50
名

●
そ
の
他

当
団
体
は
平
成
17
年
度
に
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。

当
団
体
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
森
と
海
は
一
つ
」
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
関
市
武
芸
川
地
域
の
5
0
0
ha
の
森
林
の
間
伐
を
進
め
る
他
、

山
の
２
箇
所
の
巨
石
を
結
ぶ
山
林
遊
歩
道
の
整
備
、
寺
尾
小
学
校
へ
の
環
境
出

前
講
座
（「
山
に
実
の
な
る
木
を
植
え
る
」
等
）、
ソ
バ
の
栽
培
に
よ
る
耕
作
放

棄
地
対
策
事
業
、
郷
土
史
跡
「
石
積
み
シ
シ
垣
」
の
保
存
活
動
等
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
活
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
自
然
、
生
活
共
生
会

　
担
当
：
井
上

　
　
　
T
E
L
：
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９
０
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６
０
９
９
―
５
４
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２

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　自
然
、生
活
共
生
会

活かす知恵

と を森林 人
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「
町
の
木
と
人
で
新
し
い
役
場
を
つ
く
ろ
う
。」

白
川
町
新
庁
舎
木
造
化
の
ス
ス
メ

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
講
師
● 

松
井

　
匠

同
基
準
で
判
断
さ
れ
木
造
で
も
基
準
を
ク

リ
ア
で
き
る
。

Q
、
耐
久
性
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
？

A
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
構
造
種
別
に
関
係
な

く
必
要
。
気
候
風
土
を
考
慮
し
た
設
計
に

よ
っ
て
、
維
持
管
理
し
や
す
く
長
寿
命
に

で
き
る
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
町
民
と
職
員

が
一
緒
に
な
っ
て
行
う
な
ど
、
負
担
で
は

な
く
庁
舎
へ
の
愛
着
に
つ
な
が
る
楽
し
み

に
変
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

Q
、
材
料
を
準
備
で
き
る
の
？

A
、
可
能
。
白
川
町
で
あ
れ
ば
十
分
な
材
積

が
あ
る
。
調
達
期
間
を
考
慮
し
無
理
の
な

い
工
程
が
低
コ
ス
ト
化
に
。

Q
、
木
材
の
品
質
や
強
度
は
担
保
さ
れ
て
い

る
の
？

A
、
製
材
等
J
A
S
認
証
工
場
は
県
内
に
35

社（
う
ち
4
社
が
白
川
町
）、
ぎ
ふ
性
能
表

示
材
認
定
工
場
は
県
内
に
57
社
あ
り（
う

ち
4
社
が
白
川
町
）※
2
0
2
1
年
10
月

現
在

ま
と
め
る
と
、

・
白
川
町
新
庁
舎
は「
地
域
資
源
と
人
材
を
使

い
、
将
来
に
わ
た
っ
て
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
繋
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

・
木
造
は
他
構
造
と
比
べ
て
決
し
て
高
価
で

は
な
い
。

・
木
造
は
他
構
造
と
比
べ
て
性
能
が
劣
る
こ

と
は
な
い
。

・
白
川
町
は
木
材
利
用
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

極
め
て
高
い
の
で
木
造
庁
舎
建
設
は
十
分

に
可
能
。

こ
の
講
義
の
後
、
新
庁
舎
建
設
は
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
コ
ン
ペ
で
設
計
者
が
決
定
し
、
現

在
基
本
計
画
が
進
行
中
で
あ
る
。
町
民
に
長

く
愛
さ
れ
る
木
造
庁
舎
に
な
る
こ
と
を
、
心

か
ら
願
っ
て
い
る
。

「
白
川
町
で
も
町
役
場
を
新
し
く
す
る
ん

で
す
よ
。
木
造
に
な
っ
た
ら
い
い
な
あ
っ
て

思
っ
て
い
て
ね
。」

授
業
で
白
川
町
に
行
っ
た
と
き
に
、
町

の
人
と
そ
ん
な
話
を
し
て
い
た
。「
そ
う
で
す

ね
、
ぜ
ひ
木
造
庁
舎
に
し
た
い
で
す
ね
」と

意
気
投
合
し
て
い
た
ら
、
し
ば
ら
く
し
て
新

庁
舎
を
木
造
化
す
る
た
め
の
専
門
的
知
見
を

講
義
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
森
林
文
化
ア

カ
デ
ミ
ー
は
白
川
町
と
連
携
協
定
を
結
ん
で

お
り
、
当
時
の
町
長
を
含
め
た
管
理
職
に
、

木
造
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
話
し
、
疑
問
点
の
解

消
を
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

こ
ん
な
話
を
し
た
。

【
白
川
町
新
庁
舎
木
造
化
の
ス
ス
メ
】

１
、「
東
濃
ひ
の
き
の
町
」白
川
町
の
特
徴

・「
東
濃
桧
」の
生
産
地
で
優
良
な
桧
を
産

出
し
て
き
た
。

・
森
林
率
約
87

％
。
人
工
林
は
桧
が
主
体
。

町
の
木
は
桧
。

・
主
要
産
業
は
林
業
関
連
産
業
で
、
産
直

住
宅
建
築
に
関
わ
る
従
業
者
が
多
数
を

占
め
て
い
る
。

・「
東
濃
ひ
の
き
と
白
川
の
家
建
築
協
同
組

合
」は
工
務
店
20
社
で
組
織
さ
れ
県
内

最
大
の
建
築
組
合
。
建
築
棟
数
も
最
大
。

・
三
川
地
区
の
林
業
団
地
に
は
、
白
川
町

森
林
組
合
、
東
濃
ヒ
ノ
キ
白
川
市
場
協

同
組
合（
原
木
市
場
）、
東
濃
ひ
の
き
製

品
流
通
協
同
組
合（
小
径
木
加
工
、
土

木
用
木
製
資
材
、
建
築
用
材
の
加
工
流

通
、
J
A
S
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
）、

東
濃
ひ
の
き
と
白
川
の
家
建
築
協
同
組

合
と
生
産
か
ら
消
費
ま
で
一
貫
し
た
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
。

２
、
木
造
化
す
る
こ
と
の
意
義

①	

地
域
の
木
で
つ
く
る

庁
舎
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
。
地
域
の
木
で
つ

く
る
こ
と
で
長
く
愛
さ
れ
る
建
物
に
な

る
。

R
C
や
鉄
骨
は
町
外
か
ら
買
う
こ
と
に
な

る
が
、
木
造
に
す
れ
ば
構
造
材
を
町
内
に

発
注
で
き
地
域
経
済
の
活
性
化
、
地
域
林

業
の
健
全
化
に
貢
献
で
き
る
。

②
地
域
の
人
で
つ
く
る

地
場
の
建
設
業
者
に
中
大
規
模
木
造
建
築

ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
。
若
手
大
工
の
育
成
に

寄
与
で
き
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
で
あ

る
優
れ
た
大
工
技
術
の
伝
承
に
貢
献
で
き

る
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
町
外
に
発
注
せ
ざ
る

を
得
な
い
R
C
や
鉄
骨
と
違
い
、
木
造
で

あ
れ
ば
長
期
的
に
町
内
で
完
結
す
る
。

③
本
物
の
木
な
ら
で
は
の
魅
力

熱
を
伝
え
に
く
く
暖
か
い
手
触
り
。

衝
撃
を
吸
収
し
て
足
腰
へ
の
負
担
を
和
ら

げ
る
。

光
を
適
度
に
散
乱
し
目
に
自
然
な
感
じ
を

与
え
る
。

香
り
が
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
る
。

ダ
ニ
や
カ
ビ
の
繁
殖
を
抑
え
る
。

子
ど
も
の
教
育
の
場
で
心
身
の
健
康
に
好

影
響
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
。

④
環
境
に
配
慮

再
生
可
能
な
資
源
で
あ
る
。

木
造
建
築
と
し
て
長
く
使
う
こ
と
は
、
炭

素
を
固
定
化
し
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢

献
。

町
内
の
材
料
で
輸
送
時
C
O
2
排
出
を
大

幅
削
減
。

３
、
木
造
化
Q
&
A

　
　（
建
設
コ
ス
ト
の
比
較
な
ど
）

Q
、
木
造
だ
と
高
い
の
で
は
？

A
、
R
C
造
を「
木
質
化
」す
る
よ
り
、
初
め

か
ら「
木
造
」に
し
た
方
が
安
い
。
建
物
が

軽
い
た
め
地
盤
改
良
費
の
節
約
も
可
能
。

Q
、
地
震
や
火
事
に
弱
い
の
で
は
？

A
、
建
築
基
準
法
上
は
R
C
と
同
じ
。
防
火
・

耐
震
性
能
に
つ
い
て
は
、
木
造
も
R
C
も
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「山に実のなる木を植える」

「住民主体の創意工夫ある
　　　森づくり・川づくり活動」

シリーズ

　県では清流の国ぎふ地域活動支援事業（清流の国ぎふ森林・環境税活用事業）により、各種団体等が自ら企画・
立案・実行する創意工夫ある森づくりや川づくり活動を支援しています。
　こうした団体の活動内容について、連載でご紹介します。

●
設
立
年

　
・
昭
和
38
年

●
設
立
目
的

　
・
育
林
・
造
林
等
に
よ
る
森
林
保
育
事
業
、
森

林
保
全
に
関
す
る
調
査
・
研
究
事
業
、
自
然

環
境
教
育
及
び
普
及
事
業
等
を
行
い
、
自
然

と
人
が
共
生
で
き
る
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ

る
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
、
環
境
の

保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
分
野
・
活
動
内
容

　
・
森
林
を
育
む
技
術
の
習
得
と
実
践
及
び
林
業
経

営
の
改
善

　
・
子
ど
も
た
ち
や
多
く
の
人
た
ち
を
対
象
と
し
た

森
林
・
林
業
教
育
活
動

●
令
和
３
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
名

　
・
未
来
を
担
う
中
学
生
へ
の
森
林
環
境
教
育

●
事
業
内
容

　
・
中
津
川
市
立
付
知
中
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
木

を
育
て
、護
る
か
ら
使
う
ま
で
の
体
験
を
通
じ
て

学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
で
す
。

①
木
を
学
ぶ
教
育

　座
学
・
木
と
山
の
お
話

　６
月

②
木
を
使
う
教
育

　木
の
町
・
付
知
町
の
文
化

で
あ
る
木
工
の
体
験

　７
月

③
木
を
育
て
る
教
育

　学
校
林
の
間
伐
育
林
体
験

　10
月

④
自
然
の
木
を
観
る
教
育

　裏
木
曽
ひ
の
き
備
林
の
見
学
体
験

　10
月

●
事
業
目
標
や
事
業
効
果

　
・
付
知
中
学
校
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、
森
林
と
林
業
・
木
材
・
木
工
技

術
な
ど
地
域
文
化
の
伝
承
を
目
的
と
し
た
授
業
を
行
い
、
ふ
る
さ
と
学
習
「
付

知
を
知
る
」
と
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他

　
・「
持
続
可
能
な
人
づ
く
り
・
森
林
（
も
り
）
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
地
域

貢
献
活
動
や
、
地
域
・
森
林
を
愛
す
る
子
ど
も
の
育
成
に
よ
り
、
希
薄
と
な
っ

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
次
の
世
代
へ
と
受
け
継
が
れ
る
取
組
み
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
付
知
町
優
良
材
生
産
研
究
会

　
　
　T
E
L
：
０
５
７
３
―
８
３
―
０
０
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８

付
知
町
優
良
材
生
産
研
究
会

●
設
立
年

　
・
平
成
17
年

●
設
立
目
的

　
・
自
然
環
境
の
再
生
、
相
互
扶
助
社
会
の

構
築
及
び
地
域
社
会
の
構
築
の
た
め

に
、
全
て
の
人
に
対
し
て
森
林
整
備
や

生
活
支
援
、
安
全
活
動
な
ど
に
関
す
る

事
業
を
行
い
、
も
っ
て
社
会
福
祉
の
増

進
に
寄
与
す
る
と
共
に
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
分
野
・
活
動
内
容

　
・
間
伐
事
業

　
・
地
域
振
興

　
・
環
境
教
育

　
・
耕
作
放
棄
地
対
策
事
業

　
・
郷
土
史
跡
の
保
存
活
動

●
令
和
３
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
名

　
・「
森
と
海
は
一
つ
」
新
し
い
森
づ
く
り
、

　
　川
づ
く
り

●
事
業
内
容

　
・
地
元
の
歴
史（
造
林
等
）に
つ
い
て
の
紙
芝

居
の
作
成

　
・
地
元
生
徒
へ
の
環
境
教
育

　
・
間
伐
、除
伐
、植
林

　
・
登
山
大
会
の
開
催

●
事
業
目
標
や
事
業
効
果

　
・
紙
芝
居
作
成

　講
演
３
回

　
・
森
林
整
備
0
・
6
ha
（
参
加
者
30
名
）

　
・
登
山
参
加
者 

50
名

●
そ
の
他

当
団
体
は
平
成
17
年
度
に
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。

当
団
体
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
森
と
海
は
一
つ
」
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
関
市
武
芸
川
地
域
の
5
0
0
ha
の
森
林
の
間
伐
を
進
め
る
他
、

山
の
２
箇
所
の
巨
石
を
結
ぶ
山
林
遊
歩
道
の
整
備
、
寺
尾
小
学
校
へ
の
環
境
出

前
講
座
（「
山
に
実
の
な
る
木
を
植
え
る
」
等
）、
ソ
バ
の
栽
培
に
よ
る
耕
作
放

棄
地
対
策
事
業
、
郷
土
史
跡
「
石
積
み
シ
シ
垣
」
の
保
存
活
動
等
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
活
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
自
然
、
生
活
共
生
会

　
担
当
：
井
上

　
　
　
T
E
L
：
０
９
０
―
６
０
９
９
―
５
４
１
２

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　自
然
、生
活
共
生
会

活かす知恵

と を森林 人

107

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

「
町
の
木
と
人
で
新
し
い
役
場
を
つ
く
ろ
う
。」

白
川
町
新
庁
舎
木
造
化
の
ス
ス
メ

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
講
師
● 

松
井

　
匠
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